
　四季折々にさまざまな表情を見せる舘野公園。
紅葉が秋を感じさせます。
　全４回シリーズの３回目。舘野公園の四季を
お届けいたします。

錦秋
【令和５年度決算】　
どう使った？  73億円・・・・・・２

【議員活動レポート】　　
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令和４年度
63億4883万円

歳出

令和５年度
73億3816万円

20億
6096万円

7億
8253万円

4億
3732万円

10億
6593万円

20億
6729万円

17億
1483万円

3億
9251万円

11億
611万円

4億
4362万円

6億
9597万円

4億
3245万円

6億
8809万円

2億
7630万円

3億
6938万円

2億
8498万円

4億
5731万円

8394万円2906万円 8155万円

民生費 教育費 総務費衛生費 公債費 消防費
農林水産費

土木費

4969万円
8501万円
8206万円

議会費
災害復旧費

その他
（商工費・
　労働費）

依存財源

令和４年度
66億864万円

歳入

令和５年度
75億8069万円

14億
5559万円

10億
9222万円

3億
6662万円

22億
9300万円

自主財源

14億
9949万円

13億
214万円

9億
2667万円

22億
3691万円

7億
1716万円

3億
7544万円

7億
7048万円

3億9099万円1億8070万円1億3980万円

1億7137万円3826万円9895万円

1億3347万円

町税 国庫支出金
町債 地方交付税 県支出金

諸収入など

繰越金
繰入金

その他
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９
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
７
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
一

般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
の
決
算
で
は
、
詳
し

く
審
議
す
る
た
め
に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
２
日
間
の
期
間
を
設
け
、

10
日
は
一
般
会
計
、
11
日
は
特
別
会
計
を
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
認

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
例
会
の
本
会
議
で
は
、
令
和
５
年
度

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
、
補
正
予
算
、
人
事
案

件
を
含
む
20
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
決
算

令和５年度会計別の決算の状況 　（金額：万円）

会計の種類 歳入
（収入）

前年度との
比較

増減率
（％）

歳出
（支出）

前年度との
比較

増減率
（％）

一 般 会 計 75億8069 9億7204 14.7 73億3816 9億8932 15.6

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 12億4177 3227 2.7 12億1334 3809 3.2

下 水 道 事 業 5億363 △2億8382 △36.0 4億3149 △3億5066 △44.8

農 業 集 落 排 水 事 業 1億3337 △1015 △7.1 1億2707 △1644 △11.5

介 護 保 険 事 業 14億2336 △1633 △1.1 13億4011 △6213 △4.4

後 期 高 齢 者 医 療 1億4895 377 2.6 1億4393 168 1.2

国民健康保険診療所事業 3億7596 △4035 △9.7 3億7596 △3595 △8.7

特 別 会 計 の 合 計 38億2705 △3億1461 △7.6 36億3191 △4億2542 △10.5
※金額はすべて1万円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません

町の借金(町債)、貯金(基金)はどのくらい？

（年度）
10

20

30

40

50
（億円）

H31 R2 R3 R4 R5

基金↑

町債↓

39億
339万円

39億
5690万円

41億
4729万円

42億
9698万円

44億
2096万円

42億
9406万円

41億
4722万円

28億
6983万円

31億
4232万円

38億
4770万円

過去5年間の町の借金と貯金の残額をグラフ化したもの。

監 査 意 見

財源確保と適正な財政運営を
　令和５年度一般会計の歳入歳出決算は、歳入は75億
8069万円、総額9億7204万円の増、前年度比14. 7
％増。
　主な要因は、義務教育学校六戸学園関連事業の財源
として公立学校施設整備費負担金や基金からの繰入、
学校教育施設整備事業債によるものである。
　歳出においては73億3816万円、総額9億8932万円
の増、前年度比15. 6％増。
　主な要因は、県営農村整備事業負担金の増額によ
る農林水産業費の8792万円の増（増減率23. 8％）と、
義務教育学校六戸学園関連事業による教育費の9億
3229万円の増（増減率119. 1％）によるものである。
　財政力指数や経常収支比率等の財政指標の動きにつ
いては、概ね適正な範囲内での増減であったと認めら
れる。

　特別会計の各会計決算においても、概ね滞りのない
運営が行われた。
　社会保障関連費用として扶助費をはじめ、義務教育
学校六戸学園の建設、既存の公共施設の老朽化に伴う
改修、更新などの投資的経費や公債費の増加が見込ま
れることから、今後も財源確保に加え、歳出削減に努
めながら、限られた財源の中で効果を上げられるよう
な財政運営に取り組むことを要望する。

・中型バス2台購入　　　　　　　　　　4246万円
・町民バス内置き去り防止システム（14台分）　184万円
・ふれあいの郷づくり事業（13団体）　　　 156万円
　物品購入（ごみ収集籠、掃除機、エアコンほか）
・町ホームページリニューアル事業　　　1155万円
・農業水路等長寿命化・防災減災事業（高屋敷排水路）

7885万円

・消防団屯所（第9分団金矢）改修事業　　　363万円
・旧県立六戸高等学校建物解体事業　　3億4939万円
・町立義務教育学校六戸学園新築事業　8億5363万円
・町立図書館建設事業　　　　　　　　　　3800万円
・小・中学校スポーツ大会遠征費補助及び激励金事業　

60万円
※六戸学園と図書館事業については令和5・6年度の継続事業です。

主な事業

どう使った？73億円
教育費、六戸学園 の建設で大幅増

9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

※グラフの金額はすべて１万円未満を切り捨てていますので、合計とは一致しません。

監
査
委
員
が
担
当
課
よ
り
聞
き
取
り
を
行
う
様
子

分

か
りや
すく
、教えてください

附田 芽以子さん（折茂新田） 高舘 虹花さん（高舘）

決 算六 戸 町
令 和 5 年 度

今回は義務教育についてのトピックスです。義務教育
トピックス

9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

明治5年（1872）に「学制」が発布されました。すべての国民が小学校に就学することが定められ、
全国に学校が整備され近代的な教育がスタートしました。

義務教育
トピックス
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山本　実委員
　旧柳町小学校敷地管理業務、旧折茂小
学校跡地管理業務の内容は。今後の旧柳
町小学校敷地、旧折茂小学校跡地の活用
方法は。

教育課長
　管理業務の内容は、旧小学校のグラウ
ンド等の除草作業の委託料です。
町長
　活用方法については、賃貸、もしくは
売却等検討していきたいと考えています。

下田　敏美委員
　すでに閉校となっている学校３校に、
来年度閉校を迎える学校は５校。今後管
理費がさらに増えるのでは。閉校後の利
活用は。

町長
　六戸学園開校後、庁舎内でチームを組
み、使用・管理方法について検討してい
く予定です。

■旧小学校の管理業務　決算額
　・旧柳町小学校敷地管理業務　24万円
　・旧折茂小学校管理業務　24万円
　・ふれあい昭陽館除草等管理業務
　　60万円

高坂　茂委員
　畑地化促進事業補助金の内容は。

農政課長
　畑地化に取り組む農業者は、畑地化に
伴い、土地改良区に対して地区除外決算
金を支払う費用負担が発生します。その
費用について支援するもので、今回の対
象者は21名で183筆。全額国の補助で賄
います。

■畑地化促進事業補助金　決算額
　3952万円

高坂　茂委員
　経営所得安定対策 直接支払推進事業の
内容は。

農政課長
　農業者の経営安定 を図るための制度で、
六戸町農業再生協議 会が行う活動に対し
ての補助になります。

■経営所得安定対策 直接支払推進事業
　決算額　184万円

高坂　茂委員
　特定健康診査の受診率向上についての
施策は。

福祉課長
　令和５年度は個別健診ができる医療機
関を２機関増やし、受診率の向上に取り
組みました。今後も近隣市町村の好事例
を取り入れ、受診率向上に努めていきた
いと思います。

■特定健康診査等事業費　決算額
　1104万円

盛田　嘉彦委員
　不納欠損額が令和4年度に比べ倍とな
っているが、その要因は。

税務課長
　令和５年度に普通税で不納欠損処理を
行った件数は、執行停止後３年経過が26
件で令和４年度の25件と比べて１件の
増、時効消滅は26件で令和４年度の19件
と比べて７件の増、全体では８件の増と
なっていますが、例年と比較しても大き
な変動等はありませんでした。
　ただ、固定資産税で金額の大きい時効
消滅による不納欠損があったため、金額
が倍以上に増えました。

■不能欠損　決算額（国保税は除く）
　令和４年度　118万円
　令和５年度　277万円

杉山　茂夫委員
　当町の主な返礼品は。また、ふるさと納税寄附金の使途項
目に、六戸学園に対する応援寄附の追加を検討してみては。

まちづくり推進課長
　返礼品は、星野リゾート「青森屋」の宿泊ギフト券の要望が
多く、寄附件数では約66％、寄附額で約95％を占めています。
ふるさと納税を募集する際の使途項目に、六戸学園への応援
寄附を入れるかどうかは、前向きに検討していきたいと思い
ます。

■ふるさと納税　決算額
　4274万円（426件）

盛田　嘉彦委員
　街路灯ＬＥＤ化工事及び、町内会で管理している防犯灯の
電気料補助は今後も継続予定か。

町長
　町中心街に設置されているスズラン型のメイプルくんのモ
ニュメントが付いた街路灯のＬＥＤ化工事は、令和5年度で
終了ですが、防犯灯の電気料補助については、継続する予定
です。

■各決算額
　防犯灯設置工事　45万円
　防犯灯設置補助　51万円
　町内会等管理防犯灯電気料補助(1768基分)　295万円
　街路灯ＬＥＤ化工事　1065万円

わたしたちわたしたちののお金お金はは？？ 決算特別委員会決算特別委員会
下田　敏美委員
　令和5年度の患者数が増えた要因は。

診療所事務長
　整形外科外来ができたことが大きい
と考えています。

診療所患者数
■外来患者延数　
　令和5年度　11,182人
　令和4年度　 9,603人
■１日平均患者数　
　令和5年度　46. 0人
　令和4年度　39. 2人

現在のふれあい昭陽館

旧小学校の管理業務
　これからの利活用は

畑地化促進事業 経営所得安定対策 直接支払推進事業 特定健診事業 不納欠損

街路灯

ふるさと納税

診療所の患者数　決算特別員会の審査の中から、いくつかの
内容を要約して紹介します。
　決算額は万円未満は切捨しています。
　決算に関する資料は町のホームページにも
掲載されています。

　防犯灯の電気料補助
は町内会としては、予
算的に大変助かりまし
た。
　今後もずっと継続し
て欲しいと思います。

　以前は十和田市の整形外科に通院してい
ましたが、町診療所に整形外科ができると
聞き、こちらに転院しました。足が悪いの
で移送サービスなど使い通院が大変でした
が、近くなったため、お金や時間の面でも
負担が減り助かっています。

畠山　ミツさん
高舘　82歳

杉山　隆さん
中町　66歳

一般会計等の
決算のあらまし

義務教育
トピックス

義務教育
トピックス

明治12年（1879）に、「教育令」が公布されました。教育年限は基本的に8年ですが、
最短で16ヶ月通学すればよいというものでした。

明治19年（1886）に、「小学校令」が公布されました。小学校を尋常・高等の2段階に分けて
各４年制に。このうち、尋常小学校の4年間は「保護者に子どもを就学させる義務がある」と
規定。これが「義務教育」の始まりです。
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一
般
質
問

町職員の人材育成は
まずは職員不足の解消を ― 町長

９
月
定
例
会
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問問　
町
職
員
、
管
理
職
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で

人
材
育
成
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長
町
長　
職
員
一
人
ひ
と
り
が

行
政
の
透
明
性
を
高
め

な
が
ら
、
町
民
感
覚
の
視
点
に

立
っ
た
行
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
減
少
に
伴
い
、
研
修

会
へ
の
参
加
が
難
し
い
環
境
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
職
員
数
を

増
や
し
、
仕
事
の
余
裕
を
つ
く

り
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問問　
職
員
数
を
増
や
す
と
の

こ
と
で
す
が
、
適
材
適
所

に
配
置
す
る
と
い
う
事
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
人
事
異
動
が
多

す
ぎ
る
と
職
員
は
不
安
を
感
じ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
受
け
入

松
ま つ

村
む ら

　英
え い

子
こ

議員

れ
体
勢
や
管
理
職
の
方
々
も
安

心
し
て
指
導
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
は
。

町
長
町
長　
職
員
の
人
事
異
動
が

多
く
、
知
識
が
身
に
付

か
な
い
と
い
う
話
が
当
初
あ
り

ま
し
た
の
で
、
３
月
の
人
事
異

動
は
過
去
最
少
の
規
模
で
行
い

ま
し
た
。

　
課
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
身

に
付
け
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
反

映
さ
せ
て
行
く
形
を
と
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
管
理
職
は
職
員
の
信
頼
を
得

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

多
く
取
る
事
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
を

町
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
た
い
―
町
長

問問　
高
齢
者
人
口
が
増
え
、

買
い
物
支
援
の
た
め
の
移

動
販
売
は
必
須
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
は
。

町
長
町
長　
当
町
の
高
齢
化
率
は

34
．
１
％
で
あ
り
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
急
務
で
す
。
移
動
販
売
は

行
政
か
ら
の
支
援
と
い
う
よ
り
、

民
間
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

が
中
心
に
な
る
た
め
、
民
間
事

業
者
の
動
向
を
収
集
把
握
し
、

町
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
六
戸
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
生
活
支
援
パ
ー
ト

ナ
ー
派
遣
事
業
と
い
っ
て
、
買

物
支
援
や
ゴ
ミ
出
し
等
、
高
齢

者
の
要
望
に
応
じ
、
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
一
緒
に
活
動
す
る
有

料
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
事
業
費
の
支
援
を
し

て
は
。

町
長
町
長　
買
い
物
支
援
や
そ
の

他
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

問問　
郷
土
資
料
館
の
年
間
の

利
用
者
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

教
育
長　
利
用
者
数
は
年
間

80
人
程
度
で
、
主
に

町
内
小
学
校
の
社
会
科
学
習
に

よ
る
も
の
で
す
。
利
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
有
識
者
か
ら
な
る

審
議
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
効
果
的
ア
イ
デ
ア

が
見
当
た
ら
な
い
状
況
で
す
。

郷土資料館の
利用者数は

年間８０人程度 ― 教育長

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

環
境
づ
く
り
を

義務教育
トピックス

明治23年（1890）に「小学校令」は改正され，地方の学校設置義務が規定されましたが、
学校に通学しなくとも、家庭学習により就学義務が果たされるとの規定も登場しました。
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一
般
質
問

山
や ま

本
も と

　実
みのる

議員

問問
　
当
町
は
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
は
無
償
化
と
な

っ
て
い
る
が
、
高
校
生
ま
で
拡

大
す
る
考
え
は
。

町
長
町
長　
県
内
市
町
村
の
実
施

状
況
や
、
町
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
実
施
に
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
一
般
質
問
し
た
議
員
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

六戸学園は予算内で建設可能か
予算の範囲内で完成予定 ― 町長

高
校
生
ま
で

医
療
費
無
償
化
を

実
施
を
前
向
き
に
検
討
―
町
長

問問
　
六
戸
学
園
の
総
事
業
費

は
、
約
87
億
7
千
万
円
と

聞
い
て
い
る
。
予
算
内
で
完
成

で
き
る
か
。

町
長
町
長　
旧
県
立
六
戸
高
等
学

校
解
体
工
事
及
び
六
戸

学
園
建
設
工
事
、
町
立
図
書
館

建
設
工
事
、
外
構
整
備
工
事
、

工
事
に
係
る
監
理
業
務
な
ど
施

行
業
者
が
す
べ
て
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
い
ず
れ
も
計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
る
状
況
の
た
め
、
予
算
の

範
囲
内
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。

問問　
国
の
補
助
額
と
、
町
の

負
担
額
、
起
債
額
（
借
入

金
）
は
。
ま
た
、
そ
れ
に
か
か

る
元
金
と
利
子
は
。

町
長
町
長　
国
か
ら
の
補
助
額
は

22
億
８
８
７
９
万
５
千

円
。

　
施
行
年
度
の
町
の
負
担
（
一

般
財
源
）
は
7
億
４
０
９
万
６

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
起
債
額
は
56
億
８
７
２
０
万

円
で
す
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長　
償
還
計
画
は

22
年
を
期
間
と

し
、
元
金
を
59
億
２
４
０
０
万

円
、
利
子
を
14
億
７
４
０
０
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

問問
　
こ
れ
か
ら
冬
期
間
を
迎

え
る
が
、
工
事
が
冬
期
間

の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
は
。

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

教
育
課
長

教
育
課
長　
冬
期
間
の
工
事

の
対
応
は
そ
の

時
々
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　

　
校
舎
と
屋
内
運
動
場
、
体
育

館
の
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
工
期
内
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。

問問
　
六
戸
学
園
の
引
き
渡
し

の
時
期
は
。

教
育
課
長

教
育
課
長　
六
戸
学
園
建
設

工
事
の
工
期
は
令

和
７
年
２
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
３
月
に
は
引
越
し
等
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

問問
　
六
戸
学
園
開
校
に
合
わ

せ
、
実
施
で
き
な
い
か
。

町
長
町
長　
予
算
も
関
わ
っ
て
く

る
た
め
、
実
行
で
き
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

義務教育学校
六 戸 学 園
建 設 工 事 等
全体予定事業費

事業費内訳

工事請負費 84億8867万5800円
監理委託料 1億1933万5700円
備品購入費 1億6258万円

合　　　計 87億7059万1500円

財 源 内 訳
各種負担金・起債など 80億6649万5000円
一般財源（学校建設基金ほか） 7億409万6500円

学校建設基金残高（令和5年度末） 7億3755万4000円

義務教育
トピックス

明治33年（1900）に改正された「第三次小学校令」では、保護者は「学齢児童ヲ就学
セシムルノ義務ヲ負フ」ことになり、公立小学校の授業料が原則無償とされたため、
就学率は９割以上まで到達しました。
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一
般
質
問

松
ま つ

橋
は し

　一
か ず

男
お

議員

問問
　
長
年
町
に
尽
く
し
た
高

齢
者
に
対
し
、
顕
彰
状
と

写
真
を
贈
呈
し
て
は
。
特
に
写

真
は
他
自
治
体
で
喜
ば
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
。

問問
　
除
草
作
業
は
機
械
化
が

進
み
、
農
家
の
負
担
も
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
デ
リ
ネ

ー
タ
ー
が
機
械
化
の
恩
恵
を
受

け
に
く
く
し
て
い
る
の
で
は
。

町
長
町
長
　
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
は
道

路
法
で
定
め
ら
れ
、
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
便
を
感

高齢者へ顕彰状と写真を贈呈しては
８５歳を迎えた方に顕彰状と表彰状を贈呈 ― 町長

問問
　
農
家
に
と
っ
て
、
町
道

脇
の
町
有
地
の
除
草
は
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

何
か
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

町
長
町
長
　
業
務
委
託
に
加
え
町

職
員
が
除
草
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
全
域
で

の
作
業
は
大
変
難
し
く
引
き
続

※
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
は
農
作
業
の
効
率
を

妨
げ
て
い
る
の
で
は

道
路
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
安
全
確
保
の
た
め
必
要
―
町
長

じ
る
場
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
交
通
安
全
の
確
保
の
た
め

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
有
地
の
除
草
は
農
家
の
負
担
で
は

除
草
全
域
の
作
業
は
難
し
い
―
町
長

き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問
　
町
が
除
草
し
て
い
る
場

所
は
平
た
ん
な
と
こ
ろ
が

多
く
、
傾
斜
が
き
つ
い
と
こ
ろ

の
除
草
は
高
齢
者
に
と
っ
て
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
。

町
長
町
長
　
高
齢
化
が
進
み
除
草

作
業
が
厳
し
い
の
も
理

解
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も

傾
斜
の
除
草
や
、
機
械
を
導
入

す
る
な
ど
今
後
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長
町
長
　
当
町
で
は
百
歳
と
85

歳
を
迎
え
た
方
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
顕
彰
状
と
表
彰
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
、
写
真
等
を
贈
呈
す
る
考
え

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今年度の敬老会で表彰状を渡す様子

※
デ
リ
ネ
ー
タ
ー

視
線
誘
導
標
。
昼
夜
間
に
お
け
る
車
両

運
転
車
の
視
線
誘
導
を
行
う
た
め
設
置

さ
れ
て
い
る
。

農
道
に
並
ぶ
デ
リ
ネ
ー
タ
ー

義務教育
トピックス

明治40年（1907）に改正された「第五次小学校令」では、尋常小学校の6年間が義務教育とされ
ました。 地方教育費の充実や教員の養成の拡充などにより、義務教育の実施が促進されました。
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審議した議案の 否賛
議　案　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

報　　告

損害賠償の額の決定について（走行していた町民バスが信号のない交差点を直進中、乗用車に追突
され、車両が破損したもの。損害賠償額13万5782円） 報

告

９
月
12
日

令和５年度六戸町健全化判断比率の報告（実質赤字比率はなく、実質黒字比率が6.14％）
令和５年度資金不足比率の報告（資金不足比率なし）

令和５年度
決算認定

一般会計決算認定

全
員
賛
成

認
定

国民健康保険事業特別会計決算認定
下水道事業特別会計決算認定
農業集落排水事業特別会計決算認定
介護保険事業特別会計決算認定
後期高齢者医療特別会計決算認定
国民健康保険診療所事業特別会計決算認定

規約の
一部変更

青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更（行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律等の一部改正に伴い、現行の被保険者証が廃止されるため、「被保険者証及
び資格証明書」を「資格確認書等」に改める。施行期日は令和6年12月2日。）

可
決

条例改正 六戸町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例
（法令の改正に伴い、課税事務に支障を来さないよう所定の内容に整備）

令和６年度
補正予算

一般会計補正予算（第４号）（３億9442万円を増額補正）
国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（409万円を減額補正）
介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（1593万円を増額補正）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（39万円を増額補正）
国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）（95万円を増額補正）
下水道事業会計補正予算（第１号）（収益的収入１万円減額補正、収益的支出57万円減額補正。資本
的収入2204万円増額補正、資本的支出2199万円増額補正）

財産取得 財産の取得について（物品名：検査情報管理システムサーバ一式。契約金額968万円）

人　　事 六戸町固定資産評価審査委員会委員の選任（吉田桓紀氏（上吉田）＝再任） 同
意

陳　　情 六戸町長・町議会議員選挙での選挙公報の発行に関する条例の制定を求める陳情書 採
択

第６回定例会（開会９月６日）

審
議
し
た
議
案
の
賛
否

町
職
員
の
様
子
を

聞
け
て
良
か
っ
た

　
町
長
の
答
弁
を
聞
い
て
、
現
在
の
職
員
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ

の
こ
と
を
継
続
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
町
診
療
所
の
状
況
を
も
っ
と
知
り

た
い
で
す
。　
　
　
　
　

 　
　
（
女
性　
60
代
）

傍聴席からひとこと
議
員
の
声
が

聞
き
取
り
に
く
か
っ
た

　
傍
聴
席
か
ら
議
員
が
話
し
て
い
る
声
が
聞
き

取
り
に
く
か
っ
た
。
も
っ
と
ハ
キ
ハ
キ
話
し
て

欲
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

 　
（
男
性　
70
代
）

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •

　
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

聞
き
取
り
に
く
く
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
、
改
善
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
や
定
例
会
等
で
町
の
状
況
を
も

っ
と
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義務教育
トピックス

昭和16年（1941）に公布された「国民学校令」で、従来の小学校制度を廃し、新たな初等
教育機関を発足させることに。 これまでの小学校を国民学校と改め、初等科６年・高等科
２年の８年を義務教育としました。
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９
月
定
例
会

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
３
億
９
４
４
２
万
円

増
額
。

　
一
般
会
計
補
正
で
は
、
歳
入
歳

出
に
３
億
９
４
４
２
万
円
を
追
加

し
、
総
額
１
４
０
億
７
４
７
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
う
ち
補
正
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
旧
柳
沢
駅
交
差
点
回
転
灯
設
置

工
事
ほ
か　
　
　
　
　
19
万
円

▽
ま
ち
づ
く
り
町
民
活
動
支
援
事

業
補
助
金
（
中
学
生
を
対
象
と

し
た
ペ
ン
キ
ア
ー
ト
事
業
）　

　
14
万
円

▽
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
に
よ
る

畑
刈
川
水
路
補
修
工
事
ほ
か　

　
　
　
　

８
８
０
万
円

▽
六
戸
学
園
指
定
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ウ
エ
ア
無
償
貸
与
事
業
費　
　

　
７
０
８
万
円

▽
部
活
動
準
備
補
助
金３

９
３
万
円

▽
学
校
給
食
特
別
会
計
負
担
金　

２
２
４
０
万
円

▽
物
価
高
騰
対
応
低
所
得
世
帯
支

援
臨
時
給
付
金

５
４
０
０
万
円

質

疑

交
通
安
全
対
策

問　
山
本　
実
議
員

　
回
転
灯
の
設
置
場
所
は
。

答　
町
民
課
長

　
旧
柳
沢
駅
交
差
点
の
道
路
照
明

の
柱
に
設
置
予
定
で
す
。

問　
高
坂　
茂
議
員

　
旧
柳
沢
駅
交
差
点
は
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
も
っ
と
目
立
つ
看

板
も
設
置
し
て
み
て
は
。

答
　
町
民
課
長

　
今
後
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

乗
合
自
動
車

問　
種
市　
正
孝
議
員

　
乗
合
自
動
車
が
受
注
停
止
の
た

め
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初

の
購
入
目
的
は
。

臨
時
会
・
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

答
　
総
務
課
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
の
中
で
、

利
用
者
が
少
な
い
路
線
を
回
る
た

め
の
も
の
で
し
た
。
今
後
、
車
両

の
レ
ン
タ
ル
等
、
代
替
案
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
町
民
活
動

支
援
事
業　
　
　
　
　

問　
盛
田　
嘉
彦
議
員

　
ま
ち
づ
く
り
町
民
活
動
支
援
事

業
の
内
容
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
ペ
ン
キ
画
家
の
方
を
招
き
、
町

内
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
お
話

会
と
ペ
ン
キ
ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
は

　

い
ら
な
い
？

　

先
日
、
太
鼓
芸
能
集
団　

鼓

　

先
日
、
太
鼓
芸
能
集
団　

鼓

童　

の
演
奏
会
に
行
っ
て
き
た
。

童　

の
演
奏
会
に
行
っ
て
き
た
。

正
確
に
言
う
と
三
宅
島
芸
能
同

正
確
に
言
う
と
三
宅
島
芸
能
同

志
会
と
の
コ
ラ
ボ
だ
。

志
会
と
の
コ
ラ
ボ
だ
。

　

三
宅
島
芸
能
同
志
会
は
一
家

　

三
宅
島
芸
能
同
志
会
は
一
家

４
人
で
活
動
し
て
い
て
そ
の
長

４
人
で
活
動
し
て
い
て
そ
の
長

男
の
奥
さ
ん
が
友
人
の
娘
さ
ん

男
の
奥
さ
ん
が
友
人
の
娘
さ
ん

と
い
う
縁
で
誘
わ
れ
た
。

と
い
う
縁
で
誘
わ
れ
た
。

　

今
年
で
二
回
目
だ
が
そ
の
圧

　

今
年
で
二
回
目
だ
が
そ
の
圧

倒
的
な
迫
力
に
ハ
マ
っ
た
。
司

倒
的
な
迫
力
に
ハ
マ
っ
た
。
司

会
の
な
い
の
も
良
い
。
聞
こ
え

会
の
な
い
の
も
良
い
。
聞
こ
え

て
く
る
の
は
太
鼓
の
音
と
た
ま

て
く
る
の
は
太
鼓
の
音
と
た
ま

に
笛
、
鉦
。

に
笛
、
鉦
。

　

鍛
え
抜
か
れ
た
肉
体
で
打
ち

　

鍛
え
抜
か
れ
た
肉
体
で
打
ち

抜
く
太
鼓
は
清
々
し
く
、
神
々

抜
く
太
鼓
は
清
々
し
く
、
神
々

し
い
感
じ
す
ら
あ
る
。

し
い
感
じ
す
ら
あ
る
。

　

余
計
な
音
が
な
い
こ
と
が
こ

　

余
計
な
音
が
な
い
こ
と
が
こ

ん
な
に
気
持
ち
い
い
と
は
。

ん
な
に
気
持
ち
い
い
と
は
。

　

家
で
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ

　

家
で
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ

な
し
。
見
た
い
番
組
が
あ
ろ
う

な
し
。
見
た
い
番
組
が
あ
ろ
う

が
な
か
ろ
う
が
つ
い
て
い
る
。

が
な
か
ろ
う
が
つ
い
て
い
る
。

む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
見
て
い
な
い
。

む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
見
て
い
な
い
。

こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
テ
レ
ビ
は

こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
テ
レ
ビ
は

い
ら
な
い
の
で
は
。
読
書
を
し

い
ら
な
い
の
で
は
。
読
書
を
し

よ
う
。
ト
ル
ス
ト
イ
に
で
も
ト

よ
う
。
ト
ル
ス
ト
イ
に
で
も
ト

ラ
イ
し
よ
う
か
な
。

ラ
イ
し
よ
う
か
な
。

　

な
ど
と
考
え
な
が
ら
結
局
、

　

な
ど
と
考
え
な
が
ら
結
局
、

新
聞
の
番
組
欄
を
見
て
い
る
。

新
聞
の
番
組
欄
を
見
て
い
る
。

松
橋　

一
男

松
橋　

一
男

広
報
委
員
の

学
校
給
食
費

問　
山
本　
実
議
員

　
学
校
給
食
特
別
会
計
負
担
金
の

内
容
は
。

答
　
教
育
課
長

　
10
月
か
ら
給
食
費
が
無
償
化
に

な
る
た
め
、
町
負
担
金
と
し
て
給

食
セ
ン
タ
ー
へ
給
食
費
を
支
払
い

し
ま
す
。
後
日
、
県
か
ら
交
付
金

と
し
て
配
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。

財
産
の
取
得

◇
検
査
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
サ
ー

バ
ー　
一
式

契
約
金
額　
　
　
　
９
６
８
万
円

契
約
先　
㈲
サ
ク
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク

陳
情
採
択

　
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
1
件
の
陳
情
を
採
択
と
決

定
。

◆
六
戸
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

で
の
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
書

　
六
戸
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
第
１
７

２
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
選

挙
公
報
の
発
行
と
配
布
が
で
き
る

制
度
の
設
置
を
求
め
ま
す
。

10
月
28
日
に
設
置
さ
れ
た
赤
色
回
転
灯

9
月
24
日
町
北
部
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
ペ
ン
キ
ア
ー
ト

９
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

「国民学校令」が公布されましたが、戦時下の特例により、高等科２年は終戦まで実現は
されませんでした。

義務教育
トピックス
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全
員
協
議
会

８
月
29
日全員

協
議
会

六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校

六
戸
学
園
に
つ
い
て　
　

▽
六
戸
学
園
指
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア
を
無
償
貸
与

　
六
戸
学
園
指
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア
は
、
新
た
に
作
成
さ
れ

ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
の

購
入
費
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
及
び
六
戸
学
園
の
児
童

生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
学
園
生
活

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
狙
い

か
ら
、
町
か
ら
無
償
貸
与
と
い
う

形
で
配
布
し
ま
す
。

　
保
護
者
へ
、
引
換
券
を
郵
送
し
、

保
護
者
が
取
扱
店
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
ェ
ア
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
、

町
が
直
接
支
払
い
ま
す
。
無
償
貸

与
は
１
着
の
み
で
す
。

質

疑

問　
高
坂　
茂
議
員

　
子
ど
も
は
６
年
間
で
か
な
り
成

長
し
ま
す
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ

ェ
ア
１
着
で
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

答
　
教
育
課
長

　
成
長
に
伴
い
1
着
で
は
足
り
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
無
償
貸
与

す
る
の
は
１
着
の
み
で
す
。

問　
長
根　
一
男
議
員

　
貸
与
と
い
う
こ
と
は
、
着
用
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
は
返
却
と
な

る
の
か
。

答
　
教
育
課
長

　
貸
与
と
い
う
名
称
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
譲
渡
し
ま
す
の

で
、
返
却
不
要
で
す
。

▽
部
活
動
補
助
金
交
付
要
綱
の
内

容
を
整
備

　
部
活
動
を
町
と
し
て
支
援
す
る

た
め
の
応
援
補
助
金
を
整
備
し
ま

す
。

　
六
戸
学
園
と
し
て
、
新
し
く
作

成
す
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
、
新
設

す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
へ
の
用
具
代

金
を
含
み
ま
す
。

　
六
戸
学
園
に
設
置
さ
れ
る
部
活

動
は
、
陸
上
競
技
、
軟
式
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
吹
奏
楽
、

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ゴ
ル

フ
の
10
種
目
の
予
定
で
す
。

小
松
ケ
丘
出
張
所

廃
止
を
含
め
検
討

　
小
松
ケ
丘
出
張
所
は
平
成
24
年

度
に
大
曲
学
童
保
育
所
内
に
併
設

す
る
形
で
開
設
し
、
開
設
当
初
は

週
２
回
職
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
9
月
か
ら
は
週
１

回
の
み
の
開
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
で
も

交
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
通
年
で
の
発
行
数
が
多
く
見

込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
小
松
ケ

丘
地
区
に
あ
る
町
役
場
出
張
所
に

つ
い
て
の
廃
止
を
含
め
た
検
討
を

年
内
に
行
い
、
結
果
を
出
し
た
い

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

上
衣
：
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ

下
衣
：
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ

上
衣
：
半
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ

下
衣
：
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

員

見

意

議

松村　英子
議員

山本　実
議員

種市　正孝
議員

小
松
ケ
丘
地
区
に
あ
る
出
張
所

六戸学園指定のトレーニングウェア
(指定学年：７年生～９年生)

(ハーフパンツのみ指定学年：１年生～６年生)

　

全
て
の
人
が
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明

書
を
取
得
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

現
状
を
考
え
た
う
え
で
、
廃
止
か

継
続
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

来
庁
者
は
令
和
４
、
５
年
度
は

横
ば
い
状
態
、
こ
れ
で
廃
止
に
す

る
の
は
疑
問
に
思
う
。
も
う
少
し

検
討
し
て
も
良
い
の
で
は
。

　

近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す

し
、
廃
止
を
す
る
方
向
で
い
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
六
戸
学
園
と

い
う
大
き
な
事
業
を
抱
え
て
い
る

た
め
、
財
政
的
に
ス
リ
ム
化
も
必

用
で
は
な
い
か
。

　

仮
に
廃
止
す
る
場
合
は
、
小
松

ケ
丘
地
区
の
方
々
に
対
す
る
お
知

ら
せ
の
仕
方
は
、
丁
寧
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

昭和22年（1947）に公布された教育基本法・学校教育法により、現在の小学校６年、
中学校３年、高等学校３年、大学４年からなる新しい学制が定められました。

義務教育
トピックス



令和６年11月15日発行　12

　
令
和
６
年
９
月
23
日
、
町
犬
落
瀬

柳
沢
付
近
の
町
道
交
差
点
（
旧
柳
沢

駅
交
差
点
）
に
お
い
て
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
と
福
祉
施
設
の
送
迎
車
が
衝
突
し
、

７
人
が
死
傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
は
、
地
域
住
民
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
、
こ
の
交
差
点
の
交

通
安
全
に
対
し
不
安
を
募
ら
せ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
交
通
安
全
対
策
を
！

交
通
事
故
多
発
の
交
差
点
へ　
信
号
機
の
設
置
を
要
望

　定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されて
いて、どなたでも傍聴できます。町政への知識を深め、町政を身近
に感じるために、議会を傍聴しませんか？
　次回は12月に開催されます。　　　■問　議会事務局　☎55－4547

議会を傍聴しませんか？

10
月
１
日　
町
へ
要
望
書
を
提
出

事
故
が
起
き
た
交
差
点
。
見
通
し
の
よ
い
道
路
だ
が

N

ローソン

十和田国際CC

たての台
団地

六戸調整池

10

東北新幹線

●大曲小
至三沢市→

←至十和田市 三沢十和田線

交
通
ル
ー
ル
を
守
り

交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
交
差
点
で
は
一
時
停
止
し
、
信
号

を
守
り
、
横
断
中
や
横
断
し
よ
う
と

し
て
い
る
歩
行
者
が
い
る
と
き
、
車

両
は
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止
を
し

ま
し
ょ
う
。　

　
ま
た
、
車
両
は
早
め
の
ラ
イ
ト
の

点
灯
、
そ
し
て
自
転
車
に
乗
る
場
合

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
忘
れ
ず
に

し
ま
し
ょ
う
。

反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
日
暮
れ

が
早
く
な
り
ま
す
。

　
歩
行
者
や
自
転
車
の
運
転
者
は
反

射
材
な
ど
を
身
に
着
け
、
自
分
の
存

在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

改
め
て
み
ん
な
で

　

交
通
ル
ー
ル
を

　
　

確
認
し
ま
し
ょ
う

事
故
現
場　
位
置
図

①
町
犬
落
瀬
柳
沢
付
近
の
町
道

交
差
点
へ
の
信
号
機
を
早
急

に
設
置
す
る
こ
と
。

②
死
亡
事
故
現
場
及
び
事
故
多

発
の
注
意
喚
起
を
促
す
た
め

の
目
立
つ
大
き
な
看
板
を
早

急
に
設
置
す
る
こ
と
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
議
会
は
、
令
和
６

年
10
月
１
日
、
町
に
対
し
、
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
検
証

議
会
基
本
条
例
の
検
証

自
身
の
議
会
活
動
を
評
価

　
六
戸
町
議
会
は
、
平
成
27
年
1

月
1
日
に
議
会
基
本
条
例
を
施
行

し
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
回
の
検
証
は
、
令
和
４
、
５

年
度
の
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
各
議
員
で
条
例
に
規
定
さ
れ

て
い
る
各
条
文
を
検
証
し
、
議
会

の
活
動
が
目
的
を
達
成
で
き
た
か

検
証
、
評
価
を
行
い
、
そ
の
後
、

議
会
運
営
委
員
会
、
議
員
全
員
協

議
会
で
意
見
を
集
約
し
検
証
し
ま

し
た
。今

後
の
取
り
組
み

▽
情
報
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
、

新
た
な
発
信
の
仕
方
を
検
討
す
る
。

▽
令
和
５
年
度
の
改
選
時
に
、
基

本
条
例
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
行

わ
な
か
っ
た
。
今
後
、
改
選
が
あ

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
ま
た
、

そ
の
研
修
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
を
行
う
。

　
今
後
課
題
解
決
に
向
け
て
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
６
日

町交通安全協会会長
田中　宗藏 さん

要
望
書
提
出
ほ
か

小中一貫校　組織上独立した小学校及び中学校が一貫した教育を施す形態で、それぞれの
学校に校長や教職員組織が存在します。

義務教育
トピックス
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活
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ポ
ー
ト

8/19  六戸学園建設現場を視察
木造校舎棟のすばらしい大空間を実感

　今まで工事塀の外から建設中の校舎を見てきました
が、実際の木造校舎棟の中に入ったのは初めてで、そ
のすばらしい大空間を実感いたしました。
　４棟ある校舎棟の現場資料の図面を確認しながら、
大階段、各教室のつながりや吹き抜けの説明を受けま
した。
　階の上のベランダからは陸上競技場になる地面が見
えて、昔某テレビ番組で放送していた「○○へ行こう」
を思い出し、つい子供たちの歓声を想像してしまいま
した。
　未来を担う子供たちが、緑に囲まれたすばらしい六
戸学園の環境の中で巣立って行けるよう願ってやみま
せん。　　　　　　　　　　　　　　　　杉山　茂夫

9/24  産業民生常任委員会　
原子燃料サイクル施設を見学

　六ヶ所村の原子燃料サ
イクル施設を視察しまし
た。日本原燃の協力企業
数は1200社、現地就労
者数は約8000人の方が
働いており、日本原燃の
社員は3101人。その内、
65％が青森県出身者と伺
いました。地元企業との共存、共栄に力を入れて取り組んでいるとの
ことでした。施設内へは厳重な警備の中、検査を受け中へ入り、ウラ
ン濃縮工場、低レベル廃棄物埋設センターなどを視察いたしました。
　今後も安全な操業に向け、万全な安全対策を講じ進んでもらいたい
と思います。
　施設を視察したのち、北部スポーツセンターで行われた町内中学校
の生徒が行ったペンキアートを見学。生徒たちののびのびとしたイラ
ストを拝見し、帰路につきました。　　　　　　委員長　長根　一男

7/17  議会議員研修会　
日本政治の行方を学ぶ

　青森市で開催された、青森県町村議会議長会主催の
県下町村議会議員研修会に当町議会から１１名が参加。
政治ジャーナリスト 細川隆三 氏による「日本政治の
行方　ズバリ解説！政局の焦点」と題した講演を拝聴
しました。
　細川氏は、日本政治の行方が今後どのように変化し
ていくのかについて語られ、政治家として活動する上
で今後に生かせる有意義な研修となりました。

盛田　嘉彦

8/20  新人議員研修会　
議員として日々勉強

　青森県町村議会議長会主催による新
人議員研修会へ参加してきました。研
修会場の参加者にはたくさんの女性議
員の方が…それを見てホッとしました。
こんなに政治に対して関心のある女性
議員が誕生していることに嬉しく思い
ました。
　新人議員としての法令、心得等の説
明がありました。
　議員の活動範囲は議会内だけではな
く、自治体の活動に関する様々な場面
に及びます。当然どの場面でも公人と
しての立ち居振る舞いが求められます。
それは“非公式の場”でもあっても例外
ではありません。他者に対してもルー
ルをしっかり身に付け活動を続けて行
きたいと思います。
　また、選んでよかった、一票入れて
間違いなかったと思えるような活動、
行動を示していきたいと思います。

松村　英子

校舎からは木の温もりが感じられた

日本原燃の方から説明を受ける

講演内容に聞き入った

義務教育学校　小学校・中学校の義務教育を一貫して行う学校の仕組みのことです。
一人の校長、一つの教職員組織で構成されます。

義務教育
トピックス



　　

　

9
月
定
例
会
に
お
け
る
町

長
の
議
案
上
程
に
お
い
て
、

今
回
の
決
算
議
会
が
最
後
に

な
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
、
そ
の
真
意
は
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
質
問

の
中
で
の
次
期
の
進
退
を
明

か
し
て
い
く
の
が
通
例
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ

青
天
の
霹
靂
と
い
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

吉
田
町
長
の
足
跡
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
令

和
7
年
度
開
校
の
六
戸
義
務

教
育
学
校
の
建
設
事
業
が
最

大
の
功
労
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
1
月
の
町
長
選
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
町
民
の

興
味
が
尽
き
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。広

報
委
員　
高
坂　
茂

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

副
委
員
長　
松
　
村
　
英
　
子

委　
　
員　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

長
　
根
　
一
　
男

杉
　
山
　
茂
　
夫

高
　
坂
　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長　
下
　
田
　
敏
　
美

編
集
後
記
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今
年
の
米
価
高
騰
は
、
消

費
者
が
物
価
高
騰
に
苦
慮
す

る
一
方
、
米
農
家
は
諸
経
費

増
大
の
中
、
ホ
ッ
と
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

米
は
日
本
文
化
そ
の
も
の

で
あ
り
、
自
然
と
共
生
す
る

水
田
は
日
本
の
原
風
景
で
あ

り
ま
す
。

　

四
季
折
々
に
催
事
が
あ
り
、

神
社
で
は
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
秋
祭
り
と
感
謝
す
る
新

嘗
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
は
、
ぜ
ひ
新
米
を
味

わ
い
な
が
ら
日
本
人
の
心
と

食
文
化
を
考
え
て
み
た
い
も

の
で
す
。

　
広
報
委
員　
杉
山　
茂
夫

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

副
委
員
長　
松
　
村
　
英
　
子

委　
　
員　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

長
　
根
　
一
　
男

杉
　
山
　
茂
　
夫

高
　
坂
　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長　
下
　
田
　
敏
　
美

編
集
後
記

優
秀
な
、
種
雄
牛
が
出
る
サ

イ
ク
ル
が
と
て
も
早
く
な
っ

て
い
ま
す
。
関
連
産
業
の
発

展
の
た
め
、
県
外
か
ら
新
た

に
購
入
す
る
雌
子
牛
に
対
し

て
の
補
助
の
金
額
や
回
数
等

を
も
っ
と
考
え
て
も
ら
え
れ

ば
助
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
業
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
齢
化
や
後
継
者
が
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

六
戸
町
で
も
、
私
が
畜
産
業

を
始
め
た
当
初
の
人
数
の
半

数
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
畜
産
業
の
面
白

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

聞
き
手
　
長
根 

一
男

高
坂 

茂

（

）

牛
を
飼
い
を
始
め
た

き
っ
か
け

　
青
森
県
職
員
の
獣
医
師
と

し
て
、
畜
産
を
メ
イ
ン
に
定

年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

　
県
職
員
と
し
て
勤
め
て
い

た
時
は
家
業
に
は
全
く
興
味

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
退

職
後
、
実
家
に
牛
も
い
る
し
、

や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
。
今

ま
で
、
県
内
で
畜
産
業
を
み

て
き
て
い
た
の
で
、
自
分
が

や
る
側
に
回
っ
て
も
、
特
に

大
変
だ
と
は
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。

県
基
幹
種
雄
牛 

「
亀か

め

花は
な

邦く
に

」

　
青
森
県
で
は
、
黒
毛
和
種

の
産
地
化
推
進
の
た
め
、
肉

質
や
肉
量
等
の
産
肉
能
力
に

優
れ
た
種
雄
牛
の
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
産
肉
能

力
が
高
い
と
認
め
ら
れ
た
種

雄
牛
は
県
基
幹
種
雄
牛
と
な

り
ま
す
。
私
の
育
て
た
亀
花

邦
は
、
県
基
幹
種
雄
牛
の
15

頭
目
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
亀
花
邦
は
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
、
き
っ
と
い
い
牛
に
な

る
。
そ
ん
な
予
感
が
し
て
い

ま
し
た
。
自
分
が
育
て
た
子

ど
も
の
よ
う
な
牛
が
評
価
さ

れ
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
亀
花
邦

に
続
く
、
よ
い
牛
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
は

和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、

全
国
和
牛
登
録
協
会
が
主
催

し
、
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
和
牛
の
品
評
会
で
す
。
こ

の
大
会
は
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
も
い
わ
れ
、
全
国
の

優
秀
な
和
牛
が
集
ま
り
、
優

秀
性
を
競
い
合
い
ま
す
。

　
次
回
は
令
和
９
年
に
北
海

道
で
開
催
予
定
な
の
で
、
自

分
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
た
め
に
も
、
そ
の

大
会
に
出
場
す
る
の
が
今
の

目
標
で
す
。
ま
ず
は
予
選
会

で
県
の
代
表
に
な
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

議
会
に
ひ
と
こ
と

　
町
の
補
助
は
毎
回
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
最
近
は
全
国
的
に

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は町で畜産業を
営む小野寺邦男さん
です。

県
基
幹
種
雄
牛
と
な
っ
た「
亀
花
邦
」

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
折
茂
地
区
在
住
。
六
戸
中
学
校
、
三
本
木
農
業

高
等
学
校
、
北
里
大
学
卒
業
後
、
青
森
県
職
員
と
し
て
獣
医
師
と

し
て
定
年
ま
で
勤
め
、
退
職
後
は
実
家
の
畜
産
業
を
継
い
だ
。

　
　

青
森
県
内
15
頭
目
、
六
戸
町
で
は
初
と
な
る
基
幹
種
雄
牛
指
定

を
受
け
た
。
六
戸
町
黒
毛
和
種
改
良
組
合
長
。
六
戸
町
畜
産
振
興

協
議
会
会
長
。
子
取
り
用
メ
ス
牛
16
頭
、
育
成
メ
ス
牛
４
頭
を
飼

育
。
今
は
牛
を
育
て
る
の
が
趣
味
。
１
９
４
８
年
生
ま
れ
76
才
。

小お

　の

　で
ら

野
寺　
邦く

に

　お男
さ
ん




